
第3 回中央執行委員会 

30日出席状況 ○＝参加、×＝不参加、▽＝早退、△＝遅刻          2015.09.30 inオルガ5Fスカーレット 

松田 ○ 原田 ○ 中畑 ○ 上村 ○ 三上 ○ 西崎 ○

内田 ○ 高木 ○ 山本 ○ 濱 ○ 長尾 ○

岡山支部 藤島 ○ 遠藤 ○ 徳永 ○ 田口 ○ 黒木 △ 近藤 ○ 山際 ○ 永田 ○ 荒木 ○

倉敷支部 難波 ○ 尾島 × 川邊 × 佐藤 ○ 竹内 △ 足立 × 大伴 ○

備前支部 大橋 △ 神崎 × 川崎 ○ 山口 × 草川 △ 坂手 × 中島 ○

井笠支部 大谷 △ 伊藤 × 渡辺美 ○ 大隅 △ 小川 ○ 渡辺陽 ×

○＝ 27 △＝ 6 ▽＝ 0 ×＝ 8 ？＝ 0 AM 27 PM 33 /41

書記長

書記次長

備北支部

美作支部

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

委員長 坂本 ○ 副委員長

【当日スケジュール】 

19:00 報告及び協議事項 21:00 終了 

I. 情勢 

・ 9/18 未明、戦争法成立。全国で違憲訴訟の準備、継続される戦争法廃止の国民運動。共産党が、戦争法

廃止、7/14 閣議決定(集団的自衛権容認)取り消しの 2 つの課題での野党各党の大同団結、臨時政府（国

民連合政府）の提唱。 

II. 報告事項 

1. この間の活動 

8/29 第2 回中央執行委員会 

30 戦争法阻止中央10 万人、100 万人全国行動 

31 8 月度DC 協議会 

9/1 西大寺労働相談対応 

2 STOP 戦争法統一行動（昼デモ） 

3 労連パート部会幹事会 

4 第1 回分会代表者会議 

5～ 秋闘一斉職場集会（～10/2） 

5 県労会議定期大会／労連青年部幹事会 

6 県労青年部学習交流会 

7 定時職員部会新人研修／岡山支部執委 

9 STOP 戦争法統一行動（夕方デモ） 

10 9 月度中央労働安全衛生委員会／労連最賃闘

争委員会 

11 労連ディーセントワーク委員会 

12 STOP 戦争法集会デモ（山口二郎教授後援会）

／第1 回地連執行委員会 

16 関連一般 ㈱流通サ―ビス本社表敬訪問 

17 第478 回労連中執 

17-18 第48 回労連定期大会 

19 部会戦跡めぐりレクリェーション／県社保協学習

会 

22 アルバイト部会準備会 

23 9 月度DC 懇談会 

24 労働法制宣伝行動･県パ臨連／労連生協政策

委員会／社保適用拡大学習会(鴨方) 

25 9 月度店舗会議／経営協議会／店舗協議会 

26 関連一般労組定期大会／アルバイト(準)部会総

会 

28 部会戦跡めぐりレクリェーション 

29 9 月度宅配協議会 

30 第3 回中央執行委員会（19：00～） 

ｱ）上部･外部団体（文書報告） 

ｲ）労理協議会、組織内会議（文書報告） 

2. 各部会･支部の報告（特にあれば…） 

 パート部会 

 アルバイト部会 

 青年･女性･ＭＡの会 

 岡山支部 

 倉敷支部 

 美作支部 

 備前支部 

 備北支部 

 井笠支部 

 CS関係 



III. 協議事項 

１． 組織拡大 

２． 組織強化・機関運営 

① 規約の学習（第三章まで終了） 

② その他 

・ 関連一般労組、事務所引越し。新たな連絡先は追って報告。 

・ 岡山支部の予算について、市民本位の市政をつくる会への会費（12万）、計上漏れへの対応。 

書記局及び四役のところで判断を一任することが確認された。 

３． 労理課題 

① 経営状況について（別紙） 

8 月 9 月の経営指標は宅派も店舗も厳しくなりつつある指標も出てきていることは踏まえつつ、引き続き臆

することなく要求を掲げればよい。 

② 秋闘に向けて 

・ 職場論議の状況について（各中執より報告） 

：アルバイト総会準備会参加者から寸志中心で闘いたい、倉庫アルバイトも労働条件悪いなか頑張ってい

るので、頑張りたい、という声が出た。 

：店舗現場でサービス残業が結構見受けられる。本人の自覚の問題もあるが。 

：水島の予防接種本人補助要求について、操南の事務の仕事が増えていることについて、赤磐のパソコン

の問題について、倉庫朝礼の確保については要求でどう扱うかを検討する。デイサービスの処遇加算に

ついては来春闘、店舗商品 G は店舗会議で扱うか。その他問合せについては分会代表者会議で回答を添

えて返すようにしたい。 

：パートの所で残業が多いことと有休がとれないことに対する声が強い。103万、130万の調整でサービス

残業をせざるを得ない人もいる。パートに残業を前提にさせない働き方をさせるように明示した書き方

が必要ではないか。諸要求（１）の②では配送パートだけについてふれられているように見える。 

：配送パートの残業問題も重要だが他のパートでも重大な問題ではある。 

：そもそもパートに残業を強いている状況がおかしい。この間ずっと要求しているのに改善がみられてい

ない。理機会が重く受け止めていないことに憤りを感じる。 

：別項目を立てる様にする。 

：「士気が下がる」というのは 3 年前の話だったと思うので削除してほしい。いまの実態はチームで目標を

やりきる様に、という指示がなされてはいるので意味は同じだが文言は変更したほうがいい。ブロック長、

チーフの仕事が大変ということにつて具体的にはどういう事か見えてこない。気になるのは店舗を中心と

した長時間残業についてで、店舗では少なくとも毎日一日 2 時間は残業をしているという実態も表から見

受けられる。多すぎる。朝 5 時出勤して閉店まで働いているという実態も聞く。残業問題と絡めて要求に

したほうがいいのでは？ 

：中間管理職は具体的にどの仕事を止めろという要求ではない。上司は実態を把握して管理をしろ、とい

う要求。 

：「自分らでなんとかしてください」という表現を「同僚内で」ともう少し変えたほうがいいのでは。 

：その文章自体が長いかも。バランス的に。その他、病気でも休めないという実態が店舗で出された。「気

持ちよく」どころか全く休めない状態だと言われる。 

：予防接種補助は健保組合。 

：要求の声は健保組合どうこうではなく生協自体の補てんはないのか、という意見。 

：小型シッパーについては、現場の声を聞いた運営にして欲しいということで入れてほしい。 

：小型シッパーについては十分不十分はあるが、改善はさせる、という到達にはなっている。 

：シッパーの持ち手の部分はやりとりをしているが、深さが不十分であるということについては回答がで



ていない。 

：現場の声を聞け、というやりとりをするようにしてはどうか。 

・ 秋闘要求修正案について（別紙） 

・ 団交への参加集約状況（別紙）⇒ 更に参加呼びかけを。 

・ 発言組織 

中執は、配布した職場集会報告書をもとに自分が参加した職場集会で出された声を分会長と協力して団交

で発言すること（分会長が発言すれば中執は発言無しでOK）。 

・ ストライキ権確立について 

スト権投票スケジュール 10/12-28日 投票期間、29日 開票 

スト権項目は、①一時金、②労働条件等諸要求、③戦争法（今回は1点集中） 

※同時に補欠選挙実施  10/5-7告示および立候補受付、投票期間及び開票は上記。 

：「組合員に影響の出るスト」は戦争法については考えていない。 

：スト論議の職場集会はいつ頃する見通しか。 

：一次回答が出て労組員の反応を受けてからの議論になるので11月以降の論議になると考えている。 

：立候補とは？ 

：辞めた人がいるためその補欠選挙。倉敷支部と岡山支部。 

③ センター体制の再編提案 

・ 前回の文書は、「見解」ではなく「現状認識」と理事会。先行合意にあたって、見解を提示するよう申し入

れたつもりだったが誤解が生じていた。改めて、現状認識を踏まえた上で今後そうしていくつもりなのか

(見解)を明示するよう求めた。 

・ 玉島で採用予定の人がドタキャンとなり、改めて委託増車のも申入れ。 

 

④ 注文書マテハンの変更に関連して 

・ フィルムのあわせ部分の問題。 

 

４． 当面の取組み及びスケジュール 

① 戦争法関連 

・ 共同行動申入れに対し、理事会より文書回答。 

・ 職員向け共同学習会の検討を要請。 

② その他 

・  

５． その他 

・ 岡山被爆2世･3世の会への支援カンパ1万円 

・ 年金引下げ違憲訴を訟新する岡山の会、加盟承認を。 

・ 一斉積立引き出しの件（2件） 

非労組員とパートの件。 

承認をすることを確認。 

 

IV. 次回日程    第3回中執 10月24日（土）9：30～ 於：オルガ5FスカーレットAB 


